
到達目標 S A B C D

教材で扱う様々なテーマについて、英文を

読んで大意を理解することができる（F)

様々なテーマに関

する英文を読み、

テーマの背景情報

を自ら確認しなが

ら、英文構造を理

解しつつ英文の大

意を理解できる。

様々なテーマに関

する英文を読み、

テーマの背景情報

を理解しようとし

ながら、おおよそ

の英文構造を理解

しつつ、その大意

を理解できる。

様々なテーマに関

する英文を読み、

部分的に語彙や英

文構造理解に困難

があるものの、お

およその大意を理

解できる。

様々なテーマに関

する英文を読み、

部分的に語彙や英

文構造理解に困難

があるものの、

テーマによればお

およその大意を理

解できる。

様々なテーマに関

する英文を読む

際、語彙や英文構

造理解に困難があ

り、ほとんどの英

文を読み進めるこ

とが極めて困難で

ある。

英語でのコミュニケーション力の基盤とな

る語彙、文法、イディオムについて、指定

した教材の問いに答えることができる。

（F）

指定教材の問いに

正しく答えること

ができる。

指定教材の問いに

おおよそ正しく答

えることができ

る。

指定教材の問いに

指導者の助言等が

あれば、自ら正し

く答えることがで

きる。

指定教材の問いに

指導者の助言等が

あれば、自らおお

よそ正しく答える

ことができる。

指定教材の問いに

指導者の助言等が

あった場合でも、

自ら正しく答える

ことができない。

指定した教材の内容について、小グループ

ワークやペアワーク等によって、他者とコ

ミュニケーションを取りながら内容の理解

を深めることができる（F)

積極的に相手とコ

ミュニケーション

を取りながら、課

題の内容について

建設的な意見を出

したり、まとめた

りする中で、内容

の理解を深めよう

とする姿勢が見ら

れる。

積極的にグループ

に貢献する姿勢を

持ちながら、他者

の意見を聞いて内

容について理解を

深めようとする姿

勢が見られる。

グループでの活動

に参加しながら、

他者に自分の意見

を伝え、内容を理

解しようとする姿

勢が見られる。

グループでの活動

に参加し、主に他

者の意見を聞くこ

とで内容を理解し

ようとする姿勢が

見られる。

グループへの参加

がほとんど見られ

ず、他者とコミュ

ニケーションを取

りながら、内容理

解に務める姿勢が

極めて低い。

多読学習の方法を理解し、活用することに

よって、自ら英語習熟度を確認し、学習習

慣を確立することができる（F)

自らの適切な多読

レベルを理解し、

正しい多読方法で

指定分量を大幅に

超える量の多読学

習を習慣化してい

る。

自らの適切な多読

レベルを理解し、

正しい多読方法で

指定分量を越える

多読学習を定期的

に行っている。

自らの適切な多読

レベルを理解し、

正しい多読方法で

指定された分量の

多読を定期的に

行っている。

自らの適切な多読

レベルをおおよそ

理解し、正しい多

読方法で指定され

た分量の多読を指

示されれば行うこ

とができる。

自らの適切な多読

レベルや正しい多

読方法を理解して

おらず、指定分量

に大幅に達してい

ない。

多読教材を用いて、様々な英文に触れ、そ

の大意を理解することができる（F)

自身にとって適切

なレベルの多様な

多読教材の英文を

適切な速度で読み

進めながら十分理

解し、レベルアッ

プしている。

自身にとって適切

なレベルの多読教

材の英文をおおよ

そ適切な速度で読

み進めながら内容

を十分理解してい

る。

自身にとって適切

なレベルの多読教

材の内容をおおよ

そ適切な速度で読

み進めながら大意

を理解することが

できる。

自身にとって適切

なレベルの多読教

材の内容を、一部

のテーマであれば

適切な速度で読み

進めながらその大

意を理解すること

ができる。

自身にとって適切

なレベルを理解し

ておらず、多くの

場合で大意を理解

しながら読み進め

ることが困難であ

る。

定期試験：50

学習意欲・協働学習：10

小テストやタスク：20

多読：20

評価


